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癌細胞力忘特輿な細胞増殖制御因子を慶生 しているので

浩㌧し､か,L.十 ',考.二㌦i＼ 載畑 トト:弓.､矢相棒トr｣言 落∴Iこ

い ,t,∴ 申肘 刷 樟 _十 1トト ′二･ト,i-~モ∴【二し脚 FZ77され

胞両種晦1'し二･与:研究E巨 1町的 イし(湖 上半;･∴ lくS＼:(+p上り

藤薗化 した トリの細胞の奇妙な増殖様式をこ幾がついた.

-.一般Lr-_動物細胞J再酎 虹 鳥 動物叫 帖打 lijL:_!l∴ti-'亡弓;,り.1rlL

寮はそれをこ代 り得ない,ところが RSV により鷹媛化

した トリの纏胞は戯擾率でもよく増殖 し得るのである.

このことから 詑SV をこより慮療化 した 卜u細胞は自ら

何等か碍増殖滑子を塵壁 し その作欄をこより細胞は戯華

L･~こpiミS＼'(.｣__i)師 射 Lt上∴Lr卜培養細胞恥 ,'ll---77

梢 は特凝な増殖困予を産生 していることをd:)きとめた.

やれ レスで銘癌化 した細胞が穐興な増殖因子を産生 して

い.工 二.jL-斗 1!~171柚 '･く-_報告 上JLl.彼三一最 長;I:r~∴卜′′予:守

胞では産生遅れたやれ レスがそ殿細胞のウイルス受容極

上結合1 -兄T･日 ,.tLJ:､菅沼 樟 ＼消p'iJ ,'二か(.ノ亘 ~誹 用

を観察 しても漉 加ネズミ肉腫 ウイル鼠で施療化 した細胞

に,;申1.中細姫i∴1-i:.巨 ::トト掴 細押潮 囚 [･し叩it.iH111'Jll

し こ.1日､し}用棚吊-1亘汁､様出 離 【′ri･i＼‖′斗 叶'i･~.トこい:::､
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正常細胞をこ搾潤 してこれを膿癌細胞稜の増殖様式を昏え

上し､十〔朝･微的て守一～工 理十一直常細岨言培養器壁;･∴接肴守

ることが細胞増殖紅とって必須 触 込ぬT聯 d聯 nde離)

iridepemdentをこなる甲新たをこみつけられた上記の増殖

閃 巨 1添帖 ∴い圧ト調抑泡し･里暦碑は挿暗細胞甘様 ;111Jl-

こlrこ1.ge in(･1(wL､11Lknt にこな:,::i. 雫輪的嵩 二門∴河沌頼付出

(軟寒天)中で コロニ州を形成 して増殖 し得るようをこな

::-:､.し図 ト.::し下川 明 言可凄拍IIJ二 :lTrl-:I:--日を頼荘ト:い

た細胞をこの増殖獅子殿ない状願で培養するとこ鞘細胞

11品 millLr.i,rrt､＼＼tth土諒いt･ト:'1､(;1/ゝ i_上 li_flLT､丹潮 lLJl･

癌細胞榛をこなることが知振れている,
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1.trant<ftlrTllinLTLrmWthfad･or(T,(;,F)

酸か宗9なる勝義蹟ポリペプチドで分子内をこ3着関の5--S結

'L十十い.,.lI.(.うIT､と_同日/J受容佃 ∴結合十::工 T(I.卜､rl汗~.･I

ミ/幣配(;11言 t-:二(うド]-_よく侶てい-:日工 -Li木,:,:(.I)(い

'十L::､通信.什こ仝･､別個でJ･,JIl.'lて;ド(､汗沃(.TJ.ハべ∵l'lr,l章

し∵目し存卜で言い卜丁,けこ1】1ゴー-'lrmillLT活性を,J1--辛.T(i,I/

-イILL.豊l二(i.ド i/鞍iHI'鮮紅:∩-言挿晦細胞か∴ハ.!了右[/㌦yll

ドが9個の分子間S-S給食で2慶体を形成も/て活性分

増殖可能になった細胞をこTGF-βが作用すると細胞は

LII逆的(∴陣･廟冊沖.川･上告/._I,Jrぐ卜.甘潮卜言∴昌守.∴i'Ⅰ､(1,i/

住1ハい-)し')-/'L∴ろ･::_1､､畑こい:'∴し/I..ニ;･ハ.ー:'lー(:.ド.,;3

をこ興るポリペプチド鱒をあつものが発見され TGF-熟

をこ殿み糖輿的な 65KDa-85殿)aの二審鱒の受容体の存

在が知られるようになった.TGF-βは細胞の線紋及び

培養基畑･･ー∴_.り触掛一二)増殖阻害手引 i二誘導f''t-用吉阜 上

盤･終葦肇で転結合組織増盤や骨形成の麗質な制御開祭で私

構造を鮎った生理活性因子 を二榛の卵胞ホルをソ イソ

巴ピソとアタデピソ予ミェラ-管退化獅子,発生パ厨川

ン汁I,.F揖甘T･等､-JがL紬､､汀上し'-L～:なり.′l'(1,I/･iう∴叫rit車

板 沓胎盤等をこ多農をこ含まれることと魯せず正常及び疾病

時の多彩な盤理倖欄が注目される.

であー守∴ 十Tl中一~十卜杵.山岡, 二手巨 1∴..千一滴浩斗 た

T(l't/-,,･3訂ーJ'ミ'醗配牲 分召iU ∴ゝ∴て辛.こ軒UL､

守(一種Ir守､十 熱 ･酸;～:1二女(LiL;-十∴工･t､氾U TLii/辛

は興る舟TG賢し㌻翌は トリ肉腫やゲル剤こより腰痛化し

た::,･,卜細胞札 TTN いl)細胞il拙 1埴土Jl.硫五･小姑

仁寸ン壱換 '717-､′卜, I,,1し,-･･卜~T･J'!-一一･上 :,lrTp.LT!rL沌

過( い)中断され!/I/Il-量 121くⅠ_)こ1ハ単錐ホi亨へ-~TT-

ドである6その遺伝子及び受容体は目下解析中である,

I.L 細胞増殖阻害因子

師妄細網射し増姉~q千とLLIもに増殖阻雷囚Jr･･吊iT::'1,TL--:-

Ⅰ叩rOJarL･川11こ1:~＼673細胞し'〕産牛十千,'_,T(ll/-/!,:研r'花車i∴

正常細胞鞘増殖は梶進するが才感癌細胞U)増殖は阻害す
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ろtum(1rinhibitonyfactor Jl呑∵在 を さい, 丈 Yこ1111こlOkこI

tT)fp早手｣を附書守るsare()Illa grow th inhibitorを産牛

巨'L-いlJ二王ti-を報/rttしてい る .

かII一得//部分精製rr(;ド腰品L71各 種 細 胞 LLり贈 賄i∴;叶;r

ろ蚊三野をいt､べていろ√)もに,こ し/'l原 品 が 混 合培養にt･L

るTリソバ球殿活性化を強宅抑制す る こ と か らこの標晶

none

APC

APC▼KLH

IL-2

Ape+KLH◆rL- 2

Apc◆KLH◆IL-2
◆ 工SF

中にrr.-細胞増殖抑制【:-q-I-が存在すること萎:知り ISIT

山11mutlビStlPT)reSSiヽ,fこ1(,tOr､上千二略称tた.lSド汗 T(i,ド

上取り分.[･巌約:i)jc7う蛋白質である.

lSドは混合リン′＼球反応に上るT細胞ハ活性化増殖

を抑制するのみならず conA 刺激をこよるTりソバ球の

増殖反応も阻雷する.抗原特 勘 lI.).u/---2依存増殖性(-')

-I.tJくT細胞恥ハ増殖阻書を図 4 (,I_,示す.こし:1榔 泡沫

tofcellproliferation
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興抗原とし､AP(:(こlntigml PreSPnti11きてeell)及び Ilノ

---2L')存在がそt')増殖に必要で あ る .

増殖をこ払-2のみ必要なT 細 胞 株 K-23の増殖も阻

害される L図 51.増殖静止状 態 (C,OHT:.条件-斗H た.

澱を必要とする.(i,O長駆)細胞 は IL l'受容体~早にいこ

:::-1L-3受容休しり発現は阻害 し な い し図 6l.ISFハ増

殖即i.書は可逆的である.図 7は増殖中し'月､細胞恥ニISI/

を加えると細胞L71増殖は障ILするが.21Jlll邪fj后iこ.tSF

を除くと L)NA 合成亡･り再開后,細胞の分裂がおごるこ

とを示Lている.
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lSF〔7一竹:-用iこよ;_)細胞は Go若しくは GIL･T､)初期に

と上護:::､二十/3_:示してし､ろ.CoA 又は抗原刺激し仁r

紬 泡は ISF存在下では増殖し机 ､が.24時間后に ISt√

を除 ､∴l二CoA 叉は抗原('.一再刺激がなくても増殖を欄

転換点に!二LLI:了とろ二王萎j示唆している.lSF はT細 泡

の増殖機構の解析に粛周な手段であるのみならず澄癌増

殖と免疫系(')閲Ij-(')解析にも重要-.,t視点を与̀-1えるものと

考えられる,
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